
渡邊研究室

研究室の方針

研究内容

活動計画



ユビキタス社会を実現するための技術を研究しています

インターネット

自動車

胃カプセル

電子マネー

あらゆる人・モノがネットワークに繋がる
いつでも誰でもどこからでも，リアルタイムに情報を
入手できる
自らの知識を世界中に発信できる



研究室の方針は以下のとおりです

研究を重視する
座学よりも考える力

課題を発見できる能力

実用的な研究を行う
役に立つ研究

実用になりうる研究

積極的にチャレンジする
大学だからこそできる研究をやろう

プレゼンテーション能力をつける
学会発表をしよう



具体的研究テーマ

(1)NTMobile（Network Traversal with Mobility）
ネットワークそのもの

(2)TLIFES（Total Life Support system）
スマートフォンによる生活支援

(3)無線アドホックネットワーク
ユニークな無線通信技術

(4)セキュリティ
ウイルスやボットの検出・防止



NTMobile
（Network Traversal with Mobility）

通信に関わる制約を一切除去した
ネットワークシステム



IPv4
Private

IPv4
Global

すべての端末がNTMワールド上で自由に通信できる

NTMノードは通信中にネットワークを自由に切り替えられる

IPv6 only

NTMobileの技術

NTMワールド

実ワールド

IPv4
Private

IPv4
Private

NTMノード

一般端末

NAT

NAT

NAT

IPv4/IPv6
Dual stack

（移動可能）

エンドホストにNTMobileを搭載することにより、NTMワールドへ移行できる



システム構成

AS (Account Server)；アカウントの管理

CS (Cashe Server); ノンリアルタイム通信情報の蓄積

DC (Direction Coodinator)；IPアドレス管理，経路指示

RS (Relay Server)；パケット中継（必要な場合のみ）

IPv4プライベート
アドレス空間

IPv6空間

一般ノード

インターネット

DC RSDC RS
NTMobileをサポートする装置群

企業、家庭

携帯電話網
（NTTドコモ/KDDI）

NTM
ノード群

AS CS

iPhone Android Windows LINUX LINUX box



上位ソフトウエア 上位ソフトウエア

IP層 IP層

VIP-1 VIP-2

RIP-1 RIP-2

RIP-1⇔RIP-2

NTMobileの鍵を握る技術

仮想IPアドレスによる通信

実IPアドレスによるカプセル化

IPデータIP
ヘッダ

IPデータIP
ヘッダ

仮想IPアドレスによる通信
実IPアドレスによるカプセル化



NTMobile合宿風景

日時：2014年8月9日～11日
場所：福井県敦賀市

今後の課題
・一般端末との共存
・セキュリティの確保
・センサネットワークとの連携
・ネットワークモビリティ



TLIFES
（Total LIFE Support system）

スマートフォンの技術を駆使した生活支援システム



(2)TLIFESのシステム構成

高齢者

＜病院・介護施設＞

保護者・家族・友人・ご近所さん

障がい者

＜職場＞ ＜外出先＞ ＜自宅＞

医療従事者

若い女性

＜外出先＞ ＜自宅＞

＜自治体他＞

警備・安全管理者

GPS衛星

自動車

蓄積

照合

過去の履歴サーバ

社会的還元

子ども 要介護者

見守られる側

見守る側

健康情報 健康機器

運転情報

位置情報

ＧＰＳ
加速度センサ
ジャイロセンサ
地磁気センサ

大画面
ＧＵＩ

行動情報

『スマートフォン』

共有

解析

安全・安心への活用

『モバイルネットワーク』

閲覧

検出

警報

収集

安心な街づくり
事故軽減

通常時は一般のスマートフォンとして使用
裏でセンサデータを収集

必要に応じて収集データを有効活用



ジャイロセンサ

スマート
フォン

加速度センサ

磁気センサ

Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ

位置情報の取得

運転情報の取得
車体のぶれ、ブレーキ/アクセル
の操作、衝突

健康機器からの情報収集
血圧、体重

動作の把握
静止中、停滞中、
歩行中、乗車中、
転倒

スマートフォンによるセンシング

GPS

車載SP

最新技術を活用して
センシング

歩数のカウント

外部の情報

Wi-Fi



サーバにおけるデータベース構築と異常検出

利用者ごとの
データベース

異常の検出内容
・日常の行動範囲を逸脱

・過去のデータから個人差に応じた
異常を検出

他機関への
データ提供

・高齢者の活動範囲
・住民の活動内容

サーバ

各種センサ情報

リアルタイム閲覧

アラームメール

件名：アラームのお知らせ

いつもと違う行動範囲です。

http://www.◆◆◆◆.△△. ○○

常時アラームチェック
（過去の履歴から）



TLIFES画面表示例 → 実物参照

協力研究室：
中野研、山本研、柳田研、山田（宗）研、川澄研、小中研、旭研、鈴木研

http://tlifes.ddo.jp/TLIFES_server/

http://tlifes.ddo.jp/TLIFES_server/


徘徊行動の検出と通知
位置履歴の学習
異常位置の検出
通知メール

位置履歴学習の様子

関連研究室：
中野研、山田（宗）研、山本研、柳田研、川澄研、
小中研、旭研、鈴木研、



高齢者の方々とのディスカッション
2013年11月，長久手シルバーセンター

展示会への出展
2013年11月，パシフィコ横浜



TLIFESの今後
③ＳＮＳ（仲間とのつながり）

例）

モチベーション・
生きがいの創生
不安感の解消

②見守り（弱者の見守り、相互見守り）

遠くに住む兄弟

妻と夫

例）

保護者

家族

子ども

高齢者

④有事の相互扶助（避難時のＳＰ活用）

例）

避難情報

安否情報

災害情報

交通情報救助情報

①個人のライフログ（自分の管理）

アクティブシニア

例）

歩数

経路履歴

アルバム
運転挙動

血圧

体重

通院履歴

脳トレ成績

妊婦

ビジネスマン

研究課題
・災害発生時への活用方法
・SNSへの発展
・プライバシ保護
・消費電力の低減



アドホックネットワーク

インフラが不要なネットワーク
災害発生時、イベント会場での臨時ネットワーク



無線アドホックネットワーク

外部ネットワークユーザ端末だけで構成
マルチホップ通信



どちらのAPを選択するか

どちらのGWを選択するか

どのような経路を通るか

GW

AP

端末

衝突を劇的に減らす

有線LAN

外部ネットワーク

アドホックネットワークの効率向上対策

電波到達範囲



アドホックネットワークによる衝突の例（隠れ端末が存在するとき）

A

B

C

D

E

送信

受信
CTS

RTS data

RTS

CTS

RTS

リトライ



SBTによる衝突回避策

A

B

C

D

E

送信

受信

RTS

CTS

data

ACK

SBT; Strong Busy Tone

情報を持たない単一周波数の
制御信号



背景トラフィックと衝突回数の関係
（シミュレーション結果）

従来の方式

SBTを用いた方式



背景トラフィックとTCPスループットの関係
（シミュレーション結果）

従来の方式

SBTを用いた方式



アドホックネットワークに係わる今後の研究課題

・SBTの様々な使い方の提案
・TCPとUDPで別々の経路制御
・新しいシミュレータの活用





ボットネットとフィッシング詐欺

フィッシング詐欺；WWWやメールを用いた詐欺の一種
ファーミング；DNSサーバの設定を書き換え、偽のWeb

サイトに誘導する行為



感染活動スパムメール

ウイルス

ウイルス

情報漏えい踏み台攻撃

検出

検出検出

検出

検出

ファイル改ざん

ビヘイビアブロッキング方式に着目

パターンマッチング方式・・・新規ウイルスを検出できない



 危険な処理を検出し，ユーザへの承認ダイアログを表示．

 ユーザが許可することによりはじめて処理が行われる．

⇒ マルウェアがバックグランドで行う危険な処理を防止

脅迫メール

バックグラウンド

マルウェア
警告!!

メールを送信し
ようとしています．
許可しますか？

フック

拒否



TLIFES
(3)

NTMobile (8)

無線アドホック
ネットワーク (2)

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
(3)

レイヤ3，4

TCP/IP

レイヤ2

LAN

レイヤ5～7
アプリケーション

鈴木研、
愛知工業大学

中野、山田（宗）、
山本、小中、旭、
鈴木、川澄、柳田

共同研究の関係と担当学生数

( )内は渡邊研の人数

鈴木研、旭研

鈴木研、旭研



輪講発表
卒業研究

12月 4月 10月 1月 3月

情報処理学会全
国大会で発表
（進学組）

４年生の日程

東海支部連合
大会で発表

卒業研究
発表会

先輩による研究紹介

研究テーマの検討

輪講準備（書籍を読む）

テーマ決定



修士学生の活動

Ｂ3 Ｂ4 Ｍ１ Ｍ2

授業

研究

立上げ期間

卒業研究

座学 座学 少人数発表形式

修士の研究

就職活動

研究：調査、課題発見、方式提案、実装、評価、発表の循環
考える力とコミュニケーション能力の醸成



研究室の活動

研究室内発表（輪講）：4月

対外発表
4年： 東海支部連合大会（9月）、情報処理学会全国大会（3月）
修士： 各種研究会、または国際会議、年2回以上

中間報告
4年： 週2回開催（報告は週1回）
修士： 週2回開催（同上）、鈴木研、旭研と合同

その他
オープンラボ、オープンキャンパスは学生主導で開催
各種親睦会（懇親会、フットサル、BBQ、研修会）

http://www.wata-lab.meijo-u.ac.jp/

http://www.wata-lab.meijo-u.ac.jp/


最後に

・無限の時間を自分自身でアレンジ

・プライドの生成

希望する学生
・意欲のある人
・研究室を盛り上げてくれる人
・特徴のある人（スポーツ、学業、プレゼン能力）


